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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 大安 尾    

旧 12月 24日   

日曜    15  
「
供
養
」
と
は
感
謝
の
心
を
表
す
こ
と
で
す
。 

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
品
物
を
供
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
自
ら
の
行
い
を
も
っ
て
実
行
す
る
こ
と
が
一
番

勝
れ
た
供
養
に
な
り
ま
す
。 

無
量
百
千
も
の
た
く
さ
ん
の
仏
さ
ま
の
教
え
を
聞
い

て
、
仏
さ
ま
の
教
え
が
世
に
弘
ま
る
よ
う
に
努
め
、
多

く
の
人
々
が
仏
道
に
励
み
、
世
界
の
安
穏
を
実
現
す
る

こ
と
こ
そ
が
真
の
供
養
で
あ
り
、
菩
薩
た
ち
が
目
指
し

た
道
な
の
で
す
。 

   

供
養
無
量
百
千
諸
仏 

「
無
量
の
仏
の
教
え
を
実
践
し
、
安
穏
な
世
界
を
実
現
す
る
」 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 赤口 箕    

旧 12月 25日   

月曜    16  
「
徳
本
」
と
は
善
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
心
の
こ
と

で
す
。 

世
の
中
は
常
に
移
り
変
わ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
都
度
、

適
切
な
判
断
を
求
め
ら
れ
ま
す
。 

心
の
根
本
が
い
い
加
減
で
は
善
い
こ
と
を
し
よ
う
と

し
て
も
、
誤
っ
た
判
断
を
し
た
り
、
途
中
で
あ
き
ら
め

た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
を
学
び
、
心
の
根
本
を
養
っ
て
お
け
ば

善
い
行
い
に
つ
な
が
る
判
断
が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

  

植
衆
徳
本 

「
善
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
心
の
根
本
を
養
う
」 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 先勝 斗    

旧 12月 26日   

火曜    17  
本
当
に
善
い
行
い
を
し
よ
う
と
思
い
、
世
の
中
の
人
を

救
う
者
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、

自
然
と
自
分
の
身
も
立
派
に
修
め
る
よ
う
に
と
な
る

も
の
で
す
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、
人
は
ど
う
で
も
い

い
と
は
考
え
な
く
な
る
か
ら
で
す
。 

世
の
中
を
救
い
た
い
と
い
う
心
を
根
本
と
し
て
自
分

の
身
を
修
め
て
い
く
と
、
仏
さ
ま
と
同
じ
智
慧
を
具
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
の
苦
し
み
を
取
り
除
き
、

迷
い
を
取
り
去
る
仏
さ
ま
に
近
づ
い
て
い
く
の
で
す
。 

  

以
慈
修
身 

「
慈
を
も
っ
て
身
を
修
め
る
」 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 友引 女    

旧 12月 27日   

火曜    18  
「
彼
岸
」
と
は
悟
り
の
境
地
の
こ
と
。 

川
を
渡
っ
た
向
こ
う
岸
に
例
え
「
彼
の
岸
」「
彼
岸
」
と

呼
び
、
川
の
こ
ち
ら
側
の
迷
い
の
世
界
を
「
此
の
岸
」

「
此
岸
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

自
分
の
迷
い
を
取
り
除
く
だ
け
で
満
足
し
て
い
る
の

は
川
の
途
中
の
中
洲
に
留
ま
る
「
阿
羅
漢
」
で
す
。 

人
々
を
救
う
と
い
う
志
を
持
ち
、
仏
さ
ま
の
智
慧
を
学

び
な
が
ら
、
さ
ら
に
川
を
渡
っ
て
「
彼
岸
」
を
目
指
す

の
が
菩
薩
の
生
き
方
で
す
。 

 

仏
さ
ま
の
智
慧
を
具
え
、
人
々
の
苦
し
み
を
取
り
除

き
、
迷
い
を
取
り
去
る
彼
岸
に
近
づ
け
る
の
で
す
。 

  

到
於
彼
岸 

「
悟
り
の
境
地
に
至
る
道
」 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 先負 虚    

旧 12月 28日   

木曜    19  
「
度
」
と
は
渡
す
こ
と
で
人
々
を
迷
い
の
世
界
「
此
岸
」

か
ら
、
悟
り
の
世
界
「
彼
岸
」
へ
渡
す
こ
と
を
意
味
し
、

救
う
、
導
く
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
の
法
華
経
の
説
法
を
聞
こ
う
と
集
ま
っ

た
菩
薩
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
（
無
数
の
衆
生
）

を
彼
岸
に
渡
そ
う
と
し
た
方
々
で
す
。 

私
た
ち
も
菩
薩
の
心
持
ち
で
仏
道
修
行
に
励
み
、
仏
さ

ま
の
教
え
が
世
に
弘
め
る
手
伝
い
を
し
て
、
皆
で
彼
岸

に
渡
れ
る
よ
う
に
と
励
み
ま
し
ょ
う
。 

  

能
度
無
数 

 

「
無
数
の
人
々
を
悟
り
の
世
界
に
導
く
」 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 大寒 仏滅 危    

旧 12月 29日   

金曜    20  
釈
提
桓
因
（
帝
釈
天
）
は
イ
ン
ド
に
て
仏
教
以
前
か
ら

崇
め
ら
れ
て
き
た
神
で
、
須
弥
山
の
頂
上
の
喜
見
城
に

住
み
、
忉
利
天
の
神
々
の
統
率
者
で
す
。 

苦
悩
の
な
い
天
上
界
に
お
い
て
も
迷
い
は
あ
り
、
仏
道

を
学
び
、
教
え
を
求
め
る
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。 

そ
れ
故
に
帝
釈
天
を
始
め
と
す
る
天
上
界
の
神
々
も

仏
教
に
帰
依
し
て
い
る
の
で
す
。 

何
不
自
由
な
い
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、
生
き
て
い
れ

ば
迷
い
は
生
じ
て
く
る
も
の
で
す
。 

そ
の
迷
い
を
も
除
い
て
く
れ
る
の
が
仏
の
教
え
で
す
。 

  

釈
提
桓
因 

「
天
上
界
の
帝
釈
天
も
仏
教
に
帰
依
し
て
い
る
」 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

 大安 室    

旧 12月 30日   

土曜    21  
「
名
月
天
子
」
は
月
、「
普
香
天
子
」
は
星
、「
宝
光
天

子
」
は
太
陽
を
示
し
て
い
ま
す
。
天
か
ら
光
を
放
ち

我
々
を
守
っ
て
い
る
の
で
天
子
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

天
体
の
星
々
も
生
命
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
を
照

ら
す
た
め
に
働
い
て
い
る
の
だ
か
ら
仏
の
道
に
従
う

も
の
だ
と
仏
教
で
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

仏
教
の
根
本
の
精
神
か
ら
す
れ
ば
、
世
の
中
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
仏
さ
ま
の
智
慧
が
及
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

   

明
月
天
子 

普
香
天
子 

宝
光
天
子 

  

「
月
も
星
も
太
陽
も
仏
の
道
に
従
う
」 
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略> 
皆
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
不
退
転
。
皆
得
陀
羅
尼
。
楽
説
弁
才
。
転

不
退
転
法
輪
。
供
養
無
量
百
千
諸
仏
。
於
諸
仏
所
。
植
衆
徳
本
。
常
為
諸

仏
。
之
所
称
歎
。
以
慈
修
身
。
善
入
仏
慧
。
通
達
大
智
。
到
於
彼
岸
。
名

称
普
聞
。
無
量
世
界
。
能
度
無
数
。
百
千
衆
生
。
其
名
曰
。
文
殊
師
利
菩

薩
。
観
世
音
菩
薩
。
得
大
勢
菩
薩
。
常
精
進
菩
薩
。
不
休
息
菩
薩
。
宝
掌

菩
薩
。
薬
王
菩
薩
。
勇
施
菩
薩
。
宝
月
菩
薩
。
月
光
菩
薩
。
満
月
菩
薩
。

大
力
菩
薩
。
無
量
力
菩
薩
。
越
三
界
菩
薩
。
蛙
陀
婆
羅
菩
薩
。
弥
勒
菩
薩
。

宝
積
菩
薩
。
導
師
菩
薩
。
如
是
等
菩
薩
摩
訶
薩
。
八
万
人
倶
。
爾
時
釈
提

桓
因
。
与
其
眷
属
二 

万
天
子
倶
。
復
有
名
月
天
子
。
普
香
天
子
。
宝
光
天
子
。
四
大
天
王
。
与

其
眷
属
万
天
子
倶
。
自
在
天
子
。
大
自
在
天
子
。
与
其
眷
属
三
万
天
子
倶
。

娑
婆
世
界
主
。
梵
天
王
。
尸
棄
大
梵
。
光
明
大
梵
等
。
与
其
眷
属
万
二
千

天
子
倶
。
尸
棄
大
梵
。
光
明
大
梵
等
。
与
其
眷
属
万
二
千
天
子
倶
。 

有
八
龍
王
。
難
陀
龍
王
。
跋
難
陀
龍
王
。
娑
伽
羅
龍
王
。
和
修
吉
龍
王
。

徳
叉
迦
龍
王 

法華経 日めくり 令和５年（2023）1 月③ 


